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は
じ
め
に

　

一
九
六
四
年
九
月
七
日
に
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た
リ
ン
ド
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

（L
yndon B

. Johnson

）
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
、通
称
「
デ

イ
ジ
ー
」
は
論
争
を
招
い
た
政
治
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
と
し
て
知
ら
れ
る
。
こ
の

六
〇
秒
の
映
像
は
花
び
ら
を
数
え
る
少
女
の
姿
か
ら
始
ま
る
。
少
女
が
一
〇
を

数
え
る
と
同
時
に
ボ
イ
ス
オ
ー
バ
ー
で
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
す
る
音
声
が
聞
こ

え
、
映
像
は
少
女
の
瞳
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。
カ
ウ
ン
ト
が
ゼ
ロ
に

達
す
る
と
爆
発
が
起
こ
り
、ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
声
が
響
く
。「
こ
れ
こ
そ
が
問
題
だ
。

神
の
子
が
暮
ら
せ
る
世
界
に
す
る
か
、
破
滅
に
向
か
う
か
。
愛
し
合
わ
な
け
れ

ば
死
を
待
つ
の
み
だ
」。
最
後
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
ジ
ョ
ン
ソ
ン
へ
の
投
票
を

呼
び
か
け
る
。「
デ
イ
ジ
ー
」
は
一
度
し
か
放
送
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
共
和
党

候
補
者
陣
営
の
激
し
い
反
発
を
招
き
、
歴
史
的
大
差
と
な
っ
た
選
挙
結
果
に
影

響
を
あ
た
え
た
と
さ
れ
る︵

1
︶。
効
果
的
だ
っ
た
理
由
は
、
視
聴
者
に
共
和
党

候
補
者
が
核
兵
器
利
用
を
支
持
し
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
た
か
ら
だ
っ
た
。「
デ

イ
ジ
ー
」
の
音
響
を
担
当
し
た
の
は
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
作
家
ト
ニ
ー
・
シ
ュ
ヴ
ァ

ル
ツ
（Tony Schw

artz, 1923-2008

）
で
あ
る
。
彼
は
著
書
﹃
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
・

コ
ー
ド
﹄（
一
九
七
三
）
の
な
か
で
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

で
は
視
聴
者
に
想
起
を
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
語
っ
た
。「
最
も
優

れ
た
政
治
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
は
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
・
パ
タ
ー
ン
に
似
て
い
る
」︵

2
︶。

　

キ
ャ
ス
リ
ー
ン
・
ジ
ェ
イ
ミ
ソ
ン
（K

athleen H
all Jam

ieson

）
は
こ
の

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
少
女
が
花
び
ら
を
数
え
間
違
え
る
こ
と
に
注
目
す
る︵

3
︶。

彼
女
に
よ
れ
ば
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
現
実
味
を
も
た
ら
す
こ
の
演
出
か
ら
、
作

者
が
音
の
世
界
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
は

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
手
が
け
る
以
前
、
彼
が
暮
ら
す
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ス
ト
リ
ー

ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
演
奏
や
住
民
の
声
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
音
な
ど
、
日
々

耳
に
す
る
音
を
テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
で
録
音
し
、
レ
コ
ー
ド
を
制
作
し
て
い

た
。
彼
の
二
冊
目
の
著
書
﹃
メ
デ
ィ
ア
│
│
第
二
の
神
﹄（
一
九
八
一
）
に
寄

せ
た
序
文
で
ジ
ョ
ン
・
ケ
ア
リ
ー
（John C

arey

）
は
、「
メ
デ
ィ
ア
を
介
さ
な

い
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
初
期
の
仕
事
が
、
彼

の
電
子
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
基
礎
に
な
っ
た
」
と
指
摘
し
た︵

4
︶。

　

本
論
文
は
音
響
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
通
し
た
聴
取
の
実
践
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
た
め
に
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
が
制
作
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
録
音
の
性
格

サ
ウ
ン
ド
・
パ
タ
ー
ン
を
聴
く

─
─
ト
ニ
ー
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
録
音
─
─

金
子
智
太
郎
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と
背
景
を
考
察
す
る︵

5
︶。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
フ
ェ
ル
ド
（Steven Feld

）
の
「
音

響
認
識
論
（acoustem

ology

）」
に
も
と
づ
い
て
、
ト
ー
マ
ス
・
ポ
ー
セ
ロ

（T
hom

as Porcello

）は「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
音
響
認
識
論（techoustem

ology

）」

と
い
う
用
語
を
提
案
し
た︵

6
︶。
前
者
が
特
定
の
音
環
境
を
個
人
が
い
か
に
聴

く
の
か
を
め
ぐ
る
研
究
で
あ
り
、
後
者
は
個
人
が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
通
し
て
音

環
境
を
い
か
に
聴
く
の
か
を
考
察
す
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
四
〇
年
代
半
ば

に
市
販
が
始
ま
っ
た
テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
が
、
音
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
実

践
の
あ
り
方
を
変
え
、
聴
き
手
の
認
識
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
研
究
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た︵

7
︶。
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
が
取
り
組

ん
だ
環
境
音
の
録
音
は
、
個
人
が
い
か
に
現
実
の
音
環
境
を
認
識
す
る
の
か
に

関
わ
る
実
践
で
あ
ろ
う
︵
8
︶。
こ
う
し
た
実
践
は
こ
れ
ま
で
ミ
ュ
ジ
ッ
ク
・
コ

ン
ク
レ
ー
ト
と
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
二
つ
の
文
脈

が
主
に
考
察
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
録

音
は
こ
れ
ら
と
は
異
な
る
文
脈
に
あ
る
。
ま
た
彼
の
実
践
は
先
に
見
た
よ
う
な

電
子
メ
デ
ィ
ア
広
告
や
、
当
時
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
お
よ
び
都
市
空
間
と
の
結

び
つ
き
も
深
い
。
そ
の
た
め
、テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
を
め
ぐ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

音
響
認
識
論
に
と
っ
て
、
彼
の
実
践
は
重
要
な
意
義
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
に
関
す
る
、
政
治
広
告
論
以
外
の
先
行
研
究
に
は
以
下
の
も

の
が
あ
る
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ス
テ
ラ
ネ
ッ
ツ
（R

ichard K
ostelanetz

）
は

ラ
ジ
オ
広
告
に
つ
い
て
彼
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
バ
リ
ー
・
ト
ゥ
ル
ア
ク
ス

（B
arry T

ruax

）
は
テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
の
初
期
の
活
用
者
と
し
て
彼
を
紹

介
し
た︵

9
︶。
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ス
ト
ー
ヴ
ァ
ー
＝
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
（Jennifer 

Stoever-A
ckerm

an

）
は
彼
の
レ
コ
ー
ド
﹃
ヌ
エ
バ
ヨ
ル
ク
（N

ueva York

）﹄

（
一
九
五
五
）
が
い
か
に
音
の
文
化
を
通
し
て
当
時
の
人
種
問
題
を
と
ら
え
た

か
を
、
W
・
E
・
B
・
デ
ュ
ボ
イ
ス
（W

. E
. B

. D
u B

ois

）
の
「
カ
ラ
ー
ラ

イ
ン
」概
念
を
参
照
し
て
考
察
し
た︵

10
︶。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、本
論
文
は
シ
ュ

ヴ
ァ
ル
ツ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
録
音
全
般
に
認
め
ら
れ
る
性
格
を
検
討
し
、

テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
を
通
し
た
彼
の
聴
取
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

す
る
。
手
が
か
り
に
な
る
の
は
彼
の
電
子
メ
デ
ィ
ア
広
告
論
で
あ
る
。
本
論
文

は
そ
こ
か
ら
音
に
関
す
る
彼
の
認
識
を
読
み
と
り
、
そ
れ
が
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
録
音
の
実
践
に
い
か
に
結
び
つ
く
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

本
論
文
は
三
節
か
ら
な
る
。
第
一
節
で
は
こ
れ
ま
で
日
本
で
あ
ま
り
紹
介
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の
経
歴
と
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
録
音
の
概
要

を
論
じ
る︵

11
︶。
第
二
節
は
テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
の
普
及
と
環
境
音
の
録
音

と
い
う
実
践
の
関
係
な
ど
、
同
時
代
の
文
化
的
背
景
を
考
察
す
る
。
第
三
節
は

電
子
メ
デ
ィ
ア
広
告
論
を
手
が
か
り
に
彼
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
録
音
の
性
格

を
検
討
す
る
。
結
論
で
は
第
一
、
第
二
節
の
議
論
を
第
三
節
の
議
論
と
結
び
つ

け
る
こ
と
で
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の
聴
取
の
あ
り
方
が
い
か
に
形
成
さ
れ
た
の
か

を
理
解
し
よ
う
と
試
み
る
。

第
一
節
　

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
録
音
か
ら
広
告
へ
─
─

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の
前
半
生

　

一
九
二
三
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
生
ま
れ
、
郊
外
の
ク
ロ
ン
ポ
ン
ド
で
育
っ

た
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の
子
供
時
代
は
ラ
ジ
オ
と
と
も
に
あ
っ
た
︵
12
︶。
ラ
ジ
オ
か

ら
聞
こ
え
る
音
楽
の
な
か
で
も
特
に
フ
ォ
ー
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
彼
の
心
を

と
ら
え
た
と
い
う
。
し
か
し
彼
が
学
生
時
代
に
開
花
さ
せ
た
の
は
視
覚
芸
術
の

才
能
だ
っ
た
。
プ
ラ
ッ
ト
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
で
美
術
を
学
び
、
海
軍
を

除
隊
後
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
は
四
四
年
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
移
住
し
て
広
告
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て
働
き
始
め
た
。
軍
務
中
に
磁
気
録
音
に
つ
い
て
耳
に
し
た
彼
は
、
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こ
の
時
期
に
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
社
の
ワ
イ
ヤ
ー
・
レ
コ
ー
ダ
ー
を
購
入
し
た︵

13
︶。

当
初
の
用
途
は
ラ
ジ
オ
の
エ
ア
チ
ェ
ッ
ク
だ
っ
た
と
い
う
。

　

当
時
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
フ
ォ
ー
ク
・
ソ
ン
グ
を
歌
う
ス
ト
リ
ー
ト
・

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
集
ま
り
だ
し
て
い
た
。
彼
ら
の
音
楽
を
録
音
し
よ
う
と
、

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
は
レ
コ
ー
ダ
ー
を
屋
外
で
持
ち
歩
く
た
め
の
装
備
を
自
作
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
も
録
音
を
歓
迎
し
、
彼
は
フ
ォ
ー
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
を

代
表
す
る
歌
手
た
ち
や
ハ
リ
ー
・
ベ
ラ
フ
ォ
ン
テ
（H

arry B
elafonte

）、
ム
ー

ン
ド
ッ
グ（M

oondog

）ら
と
交
流
を
深
め
た
。
ま
た
こ
の
こ
ろ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
の
一
人
か
ら
フ
ォ
ー
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
録
音
が
趣
味
の
知
人
が
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
に
い
る
と
聞
き
、
郵
便
で
録
音
の
交
換
を
始
め
た
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
は
交
換
に
の
め
り
こ
み
、
雑
誌
の
投
稿
欄
な
ど
を
活
用

し
て
五
二
カ
国
の
八
〇
〇
人
を
超
え
る
愛
好
家
と
や
り
取
り
し
た
と
い
う
。
英

語
し
か
話
せ
な
い
彼
は
非
英
語
圏
の
相
手
と
交
換
す
る
と
き
は
友
人
に
通
訳
を

頼
み
、
テ
ー
プ
・
レ
タ
ー
を
作
成
し
た
。

　

短
時
間
で
膨
大
な
録
音
ア
ー
カ
イ
ブ
を
作
り
あ
げ
た
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
は
、
公

共
ラ
ジ
オ
局
W
N
Y
C
で
番
組
「
ア
ラ
ウ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
モ
ー
ゼ
ス
・
ア
ッ
シ
ュ
（M

oses A
sch

）
が

運
営
す
る
フ
ォ
ー
ク
ウ
ェ
イ
ズ
・
レ
コ
ー
ズ
か
ら
、
子
供
の
歌
や
遊
び
を
収
録

し
た
﹃
ワ
ン
・
ツ
ー
・
ス
リ
ー
・
ア
ン
ド
・
ア
・
ジ
ン
・
ジ
ン
・
ジ
ン
（1, 2, 

3 A
nd A

 Zing Zing Zing

）﹄（
一
九
五
三
）
を
発
売
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
録
音
作
品
を
次
々
と
発
表
し
た
。﹃
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
十
九

番
（N

ew
 York 19

）﹄（
一
九
五
四
）
は
、
世
界
中
の
相
手
と
録
音
を
交
換
す

る
た
め
に
彼
が
作
っ
た
、
地
元
を
紹
介
す
る
テ
ー
プ
・
レ
タ
ー
が
元
に
な
っ
た
。

一
九
番
は
彼
が
住
む
区
域
の
郵
便
番
号
で
あ
る
。こ
の
作
品
か
ら
派
生
し
た﹃
無

数
の
音
楽
家
た
ち
（M

illions of M
usicians

）﹄（
一
九
五
四
）
や
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
プ
エ
ル
ト
ル
コ
系
移
民
の
言
葉
と
音
楽
か
ら
な
る
﹃
ヌ
エ
バ
ヨ
ル
ク
﹄
な

ど
が
こ
れ
に
続
い
た
。

　

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
は
自
分
の
録
音
対
象
を
広
義
の
「
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」
と
呼
ん

で
い
た︵

14
︶。
彼
の
実
践
が
フ
ォ
ー
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
愛
好
の
延
長
で
あ
る

こ
と
を
示
す
こ
の
言
葉
に
は
、
子
供
の
遊
び
や
路
上
の
行
商
人
の
声
、
家
族
を

呼
ぶ
母
親
の
声
、
労
働
者
の
作
業
の
音
、
自
然
現
象
の
音
や
電
車
の
音
な
ど
の

環
境
音
が
含
ま
れ
た
。
彼
は
こ
う
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
録
音
を
本
業
の
か

た
わ
ら
に
趣
味
と
し
て
取
り
組
ん
だ
。
い
つ
も
レ
コ
ー
ダ
ー
を
携
帯
し
て
日
常

の
な
か
で
録
音
を
重
ね
、
週
末
に
編
集
す
る
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
彼
は
趣
味

だ
か
ら
こ
そ
音
楽
や
学
問
の
領
域
に
拘
束
さ
れ
ず
、
生
の
豊
か
さ
を
自
由
に
記

録
で
き
た
と
語
っ
た︵

15
︶。

　

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
は
一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
手
が
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。
彼
が
制
作
し
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
ア
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
社
の
テ

レ
ビ
・
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
本
物
の
子
供
が
出
演
し
て
い
る
と
話
題
に
な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
は
成
人
女
性
が
子
供
を
演
じ
て
い
た
。
シ
ュ

ヴ
ァ
ル
ツ
は
か
つ
て
路
上
で
子
供
の
遊
び
を
録
音
し
た
と
き
、
子
供
ど
う
し
が

言
葉
を
反
復
さ
せ
て
遊
び
を
教
え
る
方
法
を
観
察
し
て
い
た
の
で
、
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
で
も
こ
の
方
法
を
利
用
し
て
子
供
の
自
然
な
声
を
録
音
で
き
た
の
で
あ

る
。
以
降
、彼
は
A
T
&
T
社
、コ
カ
・
コ
ー
ラ
社
な
ど
大
企
業
の
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
を
多
数
制
作
し
、
さ
ら
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
や
カ
ー
タ
ー
ら
の
政
治
広
告
や
、
禁

煙
・
エ
イ
ズ
啓
発
・
核
兵
器
廃
絶
運
動
な
ど
の
市
民
運
動
の
広
報
に
も
携
わ
っ

た
。
六
七
年
に
フ
ォ
ー
ダ
ム
大
学
の
講
師
を
務
め
た
と
き
に
は
、マ
ー
シ
ャ
ル
・

マ
ク
ル
ー
ハ
ン（M

arshall M
cLuhan

）の
同
僚
と
な
り
親
交
を
結
ん
だ
。
シ
ュ

ヴ
ァ
ル
ツ
の
二
冊
の
著
書
、﹃
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
・
コ
ー
ド
﹄
と
﹃
メ
デ
ィ
ア
│

│
第
二
の
神
﹄
は
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
メ
デ
ィ
ア
論
を
広
告
論
に
応
用
し
た
も
の
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と
言
え
よ
う
。
二
〇
〇
八
年
に
亡
く
な
っ
た
彼
の
録
音
ア
ー
カ
イ
ブ
や
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
作
品
は
、
議
会
図
書
館
の
「
ト
ニ
ー
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
に
収
蔵
さ
れ
た
。

　

彼
の
経
歴
を
見
て
い
く
と
き
、
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
二
つ
の
事
実
が

あ
る︵

16
︶。
彼
は
十
三
歳
で
広
場
恐
怖
症
に
か
か
り
、こ
の
症
状
は
生
涯
続
い
た
。

そ
の
た
め
彼
は
住
居
周
辺
の
区
域
か
ら
一
人
で
出
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
か
ら
離
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
彼
が
郵
便
に
よ
る
録
音
の
交
換
に
没

頭
し
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
こ
の
症
状
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル

ツ
は
十
六
歳
の
と
き
六
个
月
間
、
一
時
的
な
失
明
を
経
験
し
た
。
彼
は
そ
の
原

因
を
情
緒
的
な
も
の
と
説
明
し
て
お
り
、
こ
の
経
験
が
音
の
世
界
や
音
響
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
に
対
す
る
関
心
を
深
め
た
と
語
っ
た
。
本
論
文
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
録
音
と
こ
れ
ら
の
事
実
の
関
わ
り
を
深
く
追
求
す
る
に
は
準
備
不
足
だ
が
、

彼
の
実
践
と
関
わ
る
重
要
な
論
点
で
あ
る
と
考
え
て
、
次
節
で
も
検
討
す
る
こ

と
に
す
る
。

第
二
節
　

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
録
音
の
背
景
─
─

環
境
音
の
録
音
、
レ
ー
ベ
ル
、
都
市
空
間

　

本
節
は
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
録
音
の
背
景
を
見
て
い
く
。

趣
味
と
し
て
の
環
境
音
の
録
音
に
つ
い
て
考
察
し
た
研
究
は
ま
だ
少
な
い
が
、

彼
の
実
践
が
ま
っ
た
く
特
異
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た

い
。
本
節
は
最
初
に
テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
の
普
及
と
環
境
音
の
録
音
に
つ
い

て
、
次
に
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の
作
品
を
送
り
だ
し
た
レ
ー
ベ
ル
に
つ
い
て
、
最
後

に
当
時
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
社
会
的
状
況
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　

ま
ず
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の
前
半
生
に
お
け
る
音
響
メ
デ
ィ
ア
の
展
開
を
概
観

し
よ
う
。
W
N
Y
C
の
開
局
は
彼
が
生
ま
れ
た
翌
年
、
一
九
二
四
年
で
あ
る
。

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
は
ラ
ジ
オ
と
と
も
に
育
ち
、
ラ
ジ
オ
の
黄
金
時
代
に
青
春
を

送
っ
た
。
一
九
四
四
年
、
連
合
国
軍
が
ラ
ジ
オ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
放
送
局
で

ド
イ
ツ
軍
の
高
性
能
ワ
イ
ヤ
ー
・
レ
コ
ー
ダ
ー
を
発
見
し
た
と
き
、
彼
は
軍
隊

で
こ
の
話
を
聞
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
九
四
七
年
に
ス
コ
ッ
チ
・
テ
ー
プ

が
発
売
さ
れ
、
ビ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
ビ
ー
（B

ing C
rosby

）
が
テ
ー
プ
を
用
い

た
ラ
ジ
オ
放
送
を
開
始
し
た
︵
17
︶。
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
も
こ
の
こ
ろ
に
ラ
ジ
オ
番

組
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

四
〇
年
代
の
テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
は
専
門
家
の
も
の
だ
っ
た
が
、
五
〇
年

代
に
な
る
と
家
庭
に
も
普
及
し
た
。
し
か
し
家
庭
で
の
レ
コ
ー
ダ
ー
の
用
途
は

し
ば
ら
く
曖
昧
な
ま
ま
だ
っ
た
。
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
モ
ー
ト
ン
（D

avid 

M
orton

）
に
よ
れ
ば
、
五
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
よ
く
見
ら
れ
た
テ
ー
プ
・

レ
コ
ー
ダ
ー
の
用
途
に
は
次
の
も
の
が
あ
っ
た
︵
18
︶。
レ
コ
ー
ダ
ー
を
カ
メ
ラ

の
よ
う
に
使
っ
た
音
の
ア
ル
バ
ム
制
作
。
テ
ー
プ
・
レ
タ
ー
の
文
通
。
ア
メ
リ

カ
で
は
五
〇
年
前
後
に
テ
ー
プ
文
通
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
、
朝
鮮
戦
争
と
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
で
参
加
者
が
増
加
し
た
。
ス
ピ
ー
チ
や
語
学
、
音
楽
の
練
習
に
も
レ

コ
ー
ダ
ー
が
使
わ
れ
た
。
ラ
ジ
オ
の
エ
ア
チ
ェ
ッ
ク
は
こ
う
し
た
多
様
な
用
途

の
ひ
と
つ
だ
っ
た
が
、
五
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
そ
の
中
心
に
な
っ
た
。

　

環
境
音
の
録
音
も
エ
ア
チ
ェ
ッ
ク
と
並
ん
で
五
〇
年
代
に
わ
た
っ
て
参
加
者

を
増
し
た
活
動
だ
っ
た
。
カ
リ
ン
・
ビ
ス
タ
ヴ
ェ
ル
ド
（K

arin B
ijsterveld

）

は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
「
サ
ウ
ン
ド
・
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
た
こ
の
活
動
の

概
要
を
論
じ
て
い
る︵

19
︶。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
一
九
五
二
年
に
最
初
の
国
際
的
な

サ
ウ
ン
ド
・
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
五
六
年
に
テ
ー
プ
文
通
協
会

か
ら
派
生
し
て
オ
ラ
ン
ダ
・
サ
ウ
ン
ド
・
ハ
ン
タ
ー
ズ
協
会
（
N
V
G
）
が
設

立
さ
れ
た
。ビ
ス
タ
ヴ
ェ
ル
ド
に
よ
れ
ば
参
加
者
の
関
心
の
中
心
は
、ハ
ン
テ
ィ
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ン
グ
と
い
う
言
葉
ど
お
り
ス
ポ
ー
ツ
の
よ
う
な
活
動
と
し
て
困
難
な
録
音
を
達

成
す
る
こ
と
や
、
自
国
文
化
に
根
ざ
し
た
音
を
記
録
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

　

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の
実
践
は
以
上
の
よ
う
な
背
景
を
ふ
ま
え
て
理
解
す
る
必
要

が
あ
る
。
テ
ー
プ
・
レ
タ
ー
や
環
境
音
の
録
音
は
五
〇
年
代
の
趣
味
の
ひ
と
つ

だ
っ
た
。
し
か
し
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
自
身
は
録
音
を
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
く
日
常

生
活
の
一
部
と
し
て
捉
え
て
い
た
し
、
変
わ
り
ゆ
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
伝
統
的

な
音
ば
か
り
に
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
次
節
で
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の

録
音
の
性
格
を
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。
彼
の
他
に
も
、
ア
ラ
ン
・
ネ
ヴ
ィ
ン

ス
（A

llan N
evins

）
も
ま
た
四
〇
年
代
末
よ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
文
化
を
録

音
で
残
そ
う
と
し
た︵

20
︶。
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
以
前
に
作
家
と
し
て
環
境
音
の
ラ

ジ
オ
番
組
や
レ
コ
ー
ド
を
制
作
し
た
人
物
に
は
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
か
ら
イ
ギ
リ

ス
に
渡
っ
て
、
B
B
C
ラ
ジ
オ
で
活
動
し
た
ル
ド
ヴ
ィ
グ
・
コ
ッ
ク
（Ludw

ig 

K
och

）
が
い
た︵

21
︶。

　

次
に
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の
作
品
を
発
売
し
た
フ
ォ
ー
ク
ウ
ェ
イ
ズ
・
レ
コ
ー
ズ

に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
一
九
四
八
年
に
設
立
さ
れ
、
現
在
は
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン

博
物
館
の
傘
下
に
あ
る
こ
の
レ
ー
ベ
ル
は
、
ハ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
（H

arry 

Sm
ith

）
の
﹃
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ォ
ー
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
﹄（
一
九
五
二
）
な
ど
で
知
ら
れ
、戦
後
ア
メ
リ
カ
の
音
楽
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
確
立
に
貢
献
し
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る︵

22
︶。
こ
の
フ
ォ
ー
ク
ウ
ェ
イ
ズ
・

レ
コ
ー
ズ
は
環
境
音
の
レ
コ
ー
ド
も
多
数
発
売
し
て
い
た
。
タ
イ
ト
ル
の
多
く

が
「
サ
ウ
ン
ズ
・
オ
ブ
」
で
始
ま
る
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
シ
リ
ー
ズ
」
は
そ
の
中

心
で
あ
る︵

23
︶。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
は
例
え
ば
、昆
虫
や
海
洋
生
物
の
音
、オ
フ
ィ

ス
や
廃
品
置
場
の
音
、
鉄
道
や
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
音
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
た
。

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
録
音
も
こ
の
シ
リ
ー
ズ
と
一
緒
に
紹
介

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ア
ッ
シ
ュ
が
サ
イ
エ
ン
ス
・
シ
リ
ー
ズ
を
作
っ
た
き
っ

か
け
は
五
一
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
自
然
史
博
物
館
の
熱
帯
雨
林
を
再
現
す
る
展

示
を
手
伝
っ
た
こ
と
だ
っ
た
と
い
う︵

24
︶。

　

サ
イ
エ
ン
ス
・
シ
リ
ー
ズ
以
外
に
も
ハ
イ
フ
ァ
イ
録
音
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
目
的
と
す
る
環
境
音
の
レ
コ
ー
ド
が
あ
っ
た
。
民
生
用
ス
テ
レ
オ
・

フ
ォ
ノ
グ
ラ
フ
を
開
発
し
た
エ
モ
リ
ー
・
ク
ッ
ク
（E

m
ory C

ook

）
が
フ
ォ
ー

ク
ウ
ェ
イ
ズ
の
傘
下
で
運
営
し
て
い
た
ク
ッ
ク
・
レ
コ
ー
ズ
は
そ
う
し
た
レ

コ
ー
ド
を
数
多
く
発
売
し
て
い
た
。
一
九
四
八
年
に
登
場
し
た
L
P
レ
コ
ー

ド
は
ハ
イ
フ
ァ
イ
録
音
に
対
す
る
熱
狂
を
呼
び
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
音
の
レ
コ
ー
ド
が
作
ら
れ
た︵

25
︶。

　

本
節
の
最
後
に
四
〇
、五
〇
年
代
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
状
況
に
ふ
れ
て
お
き

た
い︵

26
︶。
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
が
こ
の
大
都
市
の
中
心
に
移
住
し
た
四
〇
年
代
半

ば
は
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
系
や
ア
フ
リ
カ
系
の
移
民
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
殺
到
し

だ
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
住
人
の
郊
外
へ
の
移
住
も
始
ま
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

英
語
を
話
せ
な
い
移
民
の
ス
ラ
ム
が
生
ま
れ
る
一
方
で
、
市
の
土
木
部
長
ロ

バ
ー
ト
・
モ
ー
ゼ
ス
（R

obert M
oses

）
に
よ
る
公
共
住
宅
の
建
設
が
進
め

ら
れ
た
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の
作
品
か
ら
は
工
事
の
音
や
ス
ペ
イ
ン
語
の
会
話
が

よ
く
聞
こ
え
て
く
る
。

　

大
都
市
で
の
生
活
が
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の
広
場
恐
怖
症
に
良
い
影
響
を
も
た
ら

し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
広
場
恐
怖
症
の
文
化
史
を
考
察
し
た
ア
ン
ソ
ニ
ー
・

ヴ
ィ
ド
ラ
ー
（A

nthony V
idler

）
に
よ
れ
ば
、
十
九
世
紀
後
半
に
認
知
さ
れ

た
広
場
恐
怖
症
は
当
時
か
ら
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
形
成
と
関
連
づ
け
ら
れ
、
二
十

世
紀
の
多
く
の
思
想
家
や
芸
術
家
が
こ
の
恐
怖
症
と
空
間
の
関
係
に
関
心
を
抱

い
て
き
た︵

27
︶。
ス
ト
ー
ヴ
ァ
ー
＝
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
は
録
音
が
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ

の
広
場
恐
怖
症
を
癒
や
し
た
と
述
べ
て
い
る︵

28
︶。
そ
れ
が
事
実
な
ら
、
録
音

は
何
ら
か
の
か
た
ち
で
彼
の
都
市
空
間
に
対
す
る
感
性
に
影
響
を
も
た
ら
し
た
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と
推
測
で
き
る
。
彼
は
録
音
者
と
録
音
装
備
は
状
況
の
最
小
の
参
加
者
で
あ
る

べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
一
方
で
、
録
音
と
は
自
分
に
と
っ
て
生
に
近
づ
く
た

め
の
手
段
で
あ
る
と
く
り
返
し
述
べ
て
い
た
。
こ
う
し
た
姿
勢
が
広
場
恐
怖
症

と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
を
論
じ
る
に
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
本
論
文

は
ま
だ
準
備
不
足
で
あ
り
、こ
こ
で
は
以
上
の
論
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

第
三
節
　

サ
ウ
ン
ド
・
パ
タ
ー
ン
を
聴
く
─
─
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
録
音
に
お
け
る
聴
取
の
あ
り
方

　

本
節
で
は
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の
﹃
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
・
コ
ー
ド
﹄
に
お
け
る
電
子

メ
デ
ィ
ア
広
告
論
を
手
が
か
り
に
、
彼
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
録
音
に
お
け
る

聴
取
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
は
テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
を
通

じ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
音
を
い
か
に
聴
い
た
の
か
、
彼
の
録
音
・
編
集
方
法
や

録
音
対
象
に
も
と
づ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

本
論
文
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
は
電
子
メ
デ
ィ
ア
広
告
で

は
視
聴
者
に
想
起
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
主
張
し
た
。こ
の
こ
と
を
彼
は「
共

鳴
原
理
（resonance principle

）」
と
呼
び
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
た︵

29
︶。

印
刷
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
発
信
者
か
ら
受
信
者
へ
と
直

線
的
に
進
み
、
輸
送
と
比
較
で
き
る
。
こ
の
と
き
発
信
者
が
送
っ
た
情
報
が
受

信
者
に
届
か
な
い
こ
と
や
ノ
イ
ズ
の
混
入
が
問
題
と
な
る
。一
方
、電
子
メ
デ
ィ

ア
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
音
が
空
間
に
広
が
る
よ
う
に
情
報
を
伝
達

し
、
届
か
な
い
こ
と
よ
り
も
届
き
過
ぎ
る
こ
と
、
情
報
の
過
剰
が
問
題
と
な
る
。

そ
の
た
め
後
者
で
は
受
信
者
に
情
報
を
直
接
送
る
よ
り
、
受
信
者
が
情
報
に
対

し
て
自
発
的
に
反
応
す
る
よ
う
促
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
自
発
的
な
反
応
を

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
は
「
共
鳴
」
と
表
現
し
た
の
だ
。

　

以
上
の
よ
う
な
主
張
は
や
は
り
、
実
際
に
親
交
の
あ
っ
た
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の

メ
デ
ィ
ア
論
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
の
主
張
の
前
半
は
マ
ク

ル
ー
ハ
ン
が
五
〇
年
代
か
ら
考
察
し
て
い
た
印
刷
メ
デ
ィ
ア
と
電
子
メ
デ
ィ
ア

の
対
比
を
、
後
半
は
電
子
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
参
加
を
め
ぐ
る
議
論
を
思
わ
せ

る︵
30
︶。
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
も
こ
れ
ら
の
議
論
を
結
び
つ
け
る
と
き
に
「
共
鳴
」

と
い
う
言
葉
を
用
い
た
。

　

ラ
ジ
オ
が
人
々
の
意
識
下
の
深
層
に
働
き
か
け
る
と
き
、
部
族
の
角
笛

や
古
代
の
太
鼓
が
共
鳴
す
る
世
界
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
は
こ
の
媒
体
の
ま

さ
に
本
質
に
備
わ
る
性
質
で
あ
り
、
人
の
心
と
社
会
を
反
響
室
に
変
え
て

し
ま
う
。［
中
略
］
オ
ー
ソ
ン
・
ウ
ェ
ル
ズ
（O

rson W
elles

）
に
よ
る

有
名
な
火
星
人
襲
来
の
ラ
ジ
オ
・
ド
ラ
マ
は
、ラ
ジ
オ
に
は
あ
ら
ゆ
る
人
々

を
取
り
こ
ん
で
全
面
的
に
参
加
さ
せ
る
力
が
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
示
し

た︵
31
︶。

　

共
鳴
と
い
う
概
念
は
彼
の
著
作
の
な
か
で
次
第
に
重
要
さ
を
増
し
、﹃
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
│
│
二
一
世
紀
の
生
と
メ
デ
ィ
ア
の
転
換
﹄（
一
九
八
八
）

で
は
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
（W

erner H
eisenberg

）
の
「
共
鳴

す
る
間
」
と
い
う
概
念
が
題
名
候
補
に
も
な
っ
た︵

32
︶。

　

マ
ク
ル
ー
ハ
ン
が
、
低
精
細
度
の
ク
ー
ル
な
メ
デ
ィ
ア
こ
そ
受
信
者
の
参
加

度
が
高
く
な
る
と
論
じ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
作
家
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
は
、
受
信
者
の
反
応
を
引
き
だ
す
こ
と
の
で
き
る
広

告
の
作
り
方
を
探
求
し
た
。
彼
自
身
が
音
を
扱
う
と
き
の
態
度
を
彼
は
こ
う
表

現
す
る
。「
私
は
サ
ウ
ン
ド
・
エ
フ
ェ
ク
ト

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（sound effect

）
に
は
興
味
が
な
い
。

興
味
が
あ
る
の
は
人
々
に
対
す
る
音
の
効
果

4

4

4

4

（the effect of sound

）
だ
け
だ
」
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︵
33
︶。
サ
ウ
ン
ド
・
エ
フ
ェ
ク
ト
と
は
受
信
者
に
直
接
送
ら
れ
る
情
報
を
補
完

す
る
も
の
で
あ
り
、
音
の
効
果
と
は
受
信
者
の
自
発
的
な
反
応
を
引
き
だ
す
も

の
で
あ
る
。
た
し
か
に
「
デ
イ
ジ
ー
」
は
そ
う
し
た
音
の
効
果
に
満
ち
て
い
た
。

少
女
の
数
え
間
違
い
は
視
聴
者
に
現
実
味
を
感
じ
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
誤
り

を
正
そ
う
と
す
る
心
理
的
な
参
加
を
う
な
が
し
た
。
ま
た
少
女
の
ボ
ス
ト
ン
訛

り
は
ジ
ョ
ン
・
F
・
ケ
ネ
デ
ィ
（John F. K

ennedy

）
前
大
統
領
を
想
起
さ

せ
た
と
い
う︵

34
︶。

　

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の
経
歴
を
ふ
ま
え
る
と
、
彼
が
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
議
論
を
吸

収
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
広
告
論
を
展
開
で
き
た
の
は
、
五
〇
年
代
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
録
音
を
通
じ
て
音
の
効
果
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
か
ら
だ
ろ
う
と

推
測
で
き
る
。
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
が
電
子
メ
デ
ィ
ア
の
性
質
を
考
察
し
だ
し
た
の

と
同
時
期
に
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
は
聴
き
手
が
自
発
的
に
反
応
す
る
よ
う
な
音
に

対
す
る
認
識
を
育
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。こ
れ
よ
り
、彼
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

録
音
か
ら
彼
が
音
の
効
果
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
点
を
探
し
て
い

き
た
い
。
し
か
し
そ
の
前
に
、
こ
の
音
の
効
果
と
い
う
概
念
を
よ
り
明
確
に
す

る
た
め
に
、
細
川
周
平
の
「
サ
ウ
ン
ド
＝
効
果
」
を
め
ぐ
る
議
論
を
参
照
し
て

お
こ
う
。

　

細
川
は
「
効
果
」
と
い
う
概
念
を
「
主
体
に
感
覚
さ
れ
た
感
性
的
な
も
の
の

生
成
」
と
定
義
し
た
上
で
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
を
め
ぐ
っ
て
し
ば
し
ば
用
い
ら

れ
る
「
サ
ウ
ン
ド
」
と
い
う
用
語
が
こ
の
概
念
に
関
わ
る
こ
と
を
指
摘
し
た︵

35
︶。

効
果
と
対
比
さ
れ
る
の
は
例
え
ば
楽
曲
の
構
造
や
意
味
で
あ
る
。
細
川
は
、
録

音
技
術
と
結
び
つ
い
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
に
お
い
て
サ
ウ
ン
ド
＝
効
果
が
い
か

に
注
目
さ
れ
て
き
た
か
を
考
察
す
る
。
サ
ウ
ン
ド
が
強
調
さ
れ
た
音
楽
の
事
例

と
し
て
彼
が
あ
げ
た
の
は
、
歌
詞
の
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
歌
声
や
、
ク
ロ
ス

ビ
ー
や
エ
ル
ヴ
ィ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
（E

lvis Presley

）
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン

に
依
存
し
た
唱
法
で
あ
る
︵
36
︶。
本
論
文
が
こ
れ
よ
り
示
し
た
い
の
は
、
シ
ュ

ヴ
ァ
ル
ツ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
録
音
に
も
こ
う
し
た
音
の
効
果
に
対
す
る
注

目
が
あ
ち
こ
ち
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
そ
う
し
た
強
調

は
彼
の
録
音
方
法
や
環
境
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。彼
は
環
境
に
テ
ー
プ
・

レ
コ
ー
ダ
ー
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
を
向
け
る
こ
と
を
通
じ
て
、
細
川
が
「
サ
ウ

ン
ド
＝
効
果
」
と
呼
ん
だ
も
の
に
特
に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
か

ら
学
ん
だ
こ
と
を
広
告
に
応
用
し
た
の
で
は
な
い
か
。
彼
の
実
践
を
録
音
方
法
、

編
集
方
法
、
録
音
対
象
と
い
う
三
つ
の
面
に
分
け
、
順
に
検
討
し
て
い
こ
う
。

　

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の
屋
外
で
の
録
音
は
ス
ト
リ
ー
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
か
ら
始

ま
っ
た
。
当
時
は
録
音
装
置
が
貴
重
だ
っ
た
た
め
に
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
も
快
く

録
音
に
応
じ
、
自
分
の
歌
声
や
演
奏
を
確
認
す
る
機
会
に
し
た
。
こ
の
と
き
多

く
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の
録
音
方
法
に
つ
い
て
「
い
ま
ま
で

こ
う
や
っ
て
録
音
さ
れ
た
も
の
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」
と
語
っ
た
と
い
う

︵
37
︶。
彼
が
楽
曲
の
展
開
に
応
じ
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
を
歌
手
の
口
に
近
づ
け

た
り
遠
ざ
け
た
り
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
彼
の
録
音
方
法
は
、
細
川

が
考
察
し
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
に
依
存
し
た
唱
法
を
思
わ
せ
る
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ル

ツ
は
環
境
音
の
録
音
に
つ
い
て
も
、
音
響
の
良
し
悪
し
よ
り
も
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ

ン
を
で
き
る
だ
け
対
象
に
近
づ
け
る
こ
と
が
肝
心
だ
と
述
べ
て
い
る
。

　

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
は
録
音
対
象
の
選
択
に
つ
い
て
、
前
も
っ
て
対
象
を
決
め
て

出
か
け
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
と
語
っ
た
。
こ
の
言
葉
は
彼
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
録
音
が
あ
ら
か
じ
め
書
か
れ
た
筋
書
き
に
サ
ウ
ン
ド
・
エ
フ
ェ
ク
ト
を
付

け
足
す
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
即
興
的
・
ゲ

リ
ラ
的
な
録
音
方
法
は
日
常
生
活
の
な
か
で
録
音
す
る
と
い
う
彼
の
信
条
に
も

と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
彼
は
い
つ
で
も
レ
コ
ー
ダ
ー
を
携
帯
し
、

仕
事
の
合
間
に
録
音
す
る
た
め
の
装
備
を
考
案
し
た
。
左
手
の
レ
コ
ー
ダ
ー
本
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体
か
ら
伸
び
た
ケ
ー
ブ
ル
が
袖
の
な
か
を
通
っ
て
首
を
回
り
、
右
袖
を
通
っ
て

手
首
の
バ
ン
ド
に
つ
い
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
に
届
い
て
い
る
。
こ
の
装
備
の
お

か
げ
で
彼
は
い
つ
も
録
音
対
象
に
接
近
で
き
た
。
彼
は
「
録
音
の
背
後
に
あ
る

哲
学
が
装
備
の
デ
ザ
イ
ン
を
決
め
る
」
と
も
述
べ
て
い
る︵

38
︶。

　

彼
の
編
集
方
法
も
録
音
と
同
様
、
あ
ら
か
じ
め
書
か
れ
た
筋
書
き
を
避
け
て

い
た
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
彼
は
テ
ー
プ
を
週
末
に
編
集
す
る
習
慣
が
あ
り
、

録
音
し
た
音
を
す
ぐ
に
作
品
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
は
素
材
ど
う
し
を

関
連
づ
け
る
こ
と
が
編
集
の
醍
醐
味
で
あ
り
、
シ
ー
ク
エ
ン
ス
は
集
め
ら
れ
た

素
材
か
ら
浮
か
び
あ
が
る
と
語
っ
た
。﹃
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
十
九
番
﹄
の
制
作
中

に
着
想
を
得
た
﹃
無
数
の
音
楽
家
た
ち
﹄
は
、
生
活
の
な
か
で
聴
こ
え
る
声
や

音
の
音
楽
性
に
注
目
し
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
レ
コ
ー
ド
に
収
録
さ
れ
た
︽
語

の
リ
ズ
ム
（R

hythm
 of W

ords

）︾
に
は
各
国
語
の
言
葉
遊
び
や
ス
キ
ャ
ッ
ト
、

路
上
の
説
教
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
声
な
ど
が
収
録
さ
れ
た
。︽
呼
び
声
と
口
笛

（C
alls and W

histles

）︾
に
は
人
の
注
意
を
ひ
く
た
め
の
音
が
、︽
リ
ズ
ム
と

動
作
（R

hythm
 and M

otion

）︾
に
は
鞠
つ
き
、縄
跳
び
、パ
ン
チ
ン
グ
・
バ
ッ

グ
の
連
打
、
運
動
の
か
け
声
な
ど
が
収
録
さ
れ
、
個
々
の
音
の
音
楽
性
が
浮
か

び
あ
が
る
よ
う
に
編
集
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、﹃
私
の
影
を
踏
ま
な
い
で（You ’re 

Stepping on M
y Shadow

）﹄（
一
九
六
二
）
に
収
録
さ
れ
た
︽
声
の
歴
史

（H
istory of a Voice

）︾
や
、﹃
ト
ニ
ー
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ　

子
供
の
録
音
入

門
（Tony Schw

artz  on H
ow

 to R
ecord T

he Sounds of C
hildren

）﹄

（
一
九
六
七
）
の
︽
ナ
ン
シ
ー
の
成
長
（N

ancy G
low

s U
p

）︾
は
、
声
の
音

の
比
較
を
通
じ
て
人
間
の
成
長
や
家
族
の
つ
な
が
り
を
表
現
す
る
作
品
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
編
集
を
通
じ
て
音
の
意
味
よ
り
も
効
果
に
聴
き
手
の
関
心
を

向
け
よ
う
と
す
る
。

　

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
が
し
ば
し
ば
レ
コ
ー
ド
に
収
録
し
た
音
の
ひ
と
つ
に
、
彼
が

理
解
で
き
な
い
外
国
語
が
あ
っ
た
。
年
々
増
加
す
る
移
民
の
言
葉
や
短
波
ラ
ジ

オ
を
通
じ
て
聴
い
た
外
国
語
の
歌
が
、
こ
う
し
た
音
に
対
す
る
関
心
を
育
ん
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
言
語
を
学
ぶ
子
供
の
声
や
外
国
語
を
学
ぶ
場
面
、
通
訳
、

訛
り
な
ど
も
作
品
に
収
録
し
た
。
例
え
ば
、﹃
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
十
九
番
﹄
に
収

録
さ
れ
た
︽
通
訳
（T

ranslations

）︾
は
外
国
語
の
歌
の
レ
コ
ー
ド
と
そ
の
同

時
通
訳
を
一
緒
に
録
音
し
た
作
品
で
あ
る
。
本
論
文
第
一
節
で
、
彼
が
子
供
の

遊
び
を
録
音
し
た
と
き
に
子
供
ど
う
し
で
言
葉
を
反
復
さ
せ
て
教
え
る
方
法
を

学
び
、
そ
れ
を
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
応
用
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。
外
国
語
学
習
に

も
通
じ
る
こ
の
方
法
は
、
音
の
効
果
を
活
か
し
た
学
習
方
法
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
彼
は
﹃
犬
の
生
活
（A

 D
og ’s Life

）﹄（
一
九
五
八
）
で
人
間
と
動
物
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
注
目
し
た
。

　

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
は
、
ラ
ジ
オ
番
組
を
原
作
と
す
る
レ
コ
ー
ド
﹃
私
の
街
の
音

（Sounds of m
y city

）﹄（
一
九
五
六
）
の
ラ
イ
ナ
ー
ノ
ー
ツ
に
「
語
り
や
音

楽
を
含
め
、
こ
の
番
組
の
録
音
は
す
べ
て
サ
ウ
ン
ド
・
パ
タ
ー
ン
と
し
て
と
ら

え
ら
れ
た
」
と
書
い
て
い
る︵

39
︶。﹃
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
・
コ
ー
ド
﹄
で
も
「
声
の

パ
タ
ー
ン
」
が
考
察
さ
れ
、﹃
メ
デ
ィ
ア
│
│
第
二
の
神
﹄
に
も
「
人
々
が
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
強
く
感
じ
る
サ
ウ
ン
ド
・
パ
タ
ー
ン
を
構
築
で
き
た
」
と

い
う
表
現
が
あ
る︵

40
︶。
こ
の
「
サ
ウ
ン
ド
・
パ
タ
ー
ン
」
と
い
う
言
葉
に
は
、

聴
き
手
に
情
報
を
直
接
送
る
の
で
は
な
く
、
反
応
や
想
起
を
引
き
だ
す
よ
う
な

音
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
は
テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
を
通
じ
て
こ
の
よ
う
な
音
の
効
果
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
彼
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
録
音
に
は
環
境
の

サ
ウ
ン
ド
・
パ
タ
ー
ン
を
聴
き
と
り
、
サ
ウ
ン
ド
・
パ
タ
ー
ン
を
強
調
す
る
傾

向
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
彼
の
電
子
メ
デ
ィ
ア
広
告
論
は
こ
の
よ
う
な
実

践
を
通
じ
て
獲
得
さ
れ
た
認
識
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
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結
論

　

音
響
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
通
し
た
聴
取
の
あ
り
方
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た

め
に
、
本
論
文
は
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
録
音
の
性
格
を
考
察

し
て
き
た
。
彼
が
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
音
を
日
常
の
な
か
で
記
録
し
、
そ
の
効
果

を
強
調
す
る
よ
う
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、テ
ー
プ
・
レ
コ
ー

ダ
ー
の
お
か
げ
で
あ
る
。
し
か
し
第
二
節
で
見
た
と
お
り
、
環
境
音
の
録
音
者

の
誰
も
が
サ
ウ
ン
ド
・
パ
タ
ー
ン
に
注
目
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
本
論
文
が
最

後
に
確
認
し
た
い
の
は
、
彼
が
環
境
音
の
録
音
を
通
し
て
サ
ウ
ン
ド
・
パ
タ
ー

ン
へ
の
認
識
を
深
め
た
過
程
に
は
、
音
響
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
だ
け
で
な
く
、
彼
の

周
囲
の
文
化
的
要
因
が
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
細
川
は
サ
ウ
ン

ド
＝
効
果
が
「
美
的
で
あ
る
と
同
時
に
社
会
的
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た︵

41
︶。

　

本
論
文
は
第
三
節
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
移
民
の
増
加
と
彼
の
録
音
対
象
の
関

係
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
こ
の
他
に
も
絡
み
合
う
多
数
の
要
因
が
彼
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
録
音
の
形
成
に
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ

は
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
フ
ォ
ー
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
接
し
、
フ
ォ
ー
ク
・
リ
ヴ
ァ

イ
ヴ
ァ
ル
に
関
わ
っ
た
。
彼
が
語
っ
た
広
義
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
と
い
う
概
念
は
、

彼
の
実
践
を
い
く
つ
か
の
仕
方
で
方
向
づ
け
た
の
だ
ろ
う
。
例
え
ば
第
三
節
で

は
録
音
対
象
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
を
近
づ
け
る
と
い
う
彼
の
録
音
方
法
に
注
目

し
た
が
、
こ
の
方
法
は
生
活
の
あ
り
の
ま
ま
を
記
録
し
、
生
に
近
づ
こ
う
と
す

る
彼
の
姿
勢
と
結
び
つ
い
て
い
た︵

42
︶。
彼
が
商
業
録
音
に
向
か
わ
ず
に
趣
味

と
し
て
日
常
の
な
か
で
録
音
を
実
践
し
た
こ
と
は
、
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
て
環
境

音
を
聴
き
比
べ
て
音
の
効
果
に
注
目
す
る
機
会
を
も
た
ら
し
た
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ル

ツ
が
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
と
い
う
言
葉
に
こ
め
た
意
味
を
正
確
に
理
解
す
る
に
は
、

四
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て
フ
ォ
ー
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
を
支
え
た

思
想
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う︵

43
︶。

　

議
論
を
振
り
返
る
か
た
ち
で
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
文
化
的
要
因
を
あ
げ
て

お
き
た
い
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の
録
音
を
世
に
送
り
出
し
た
の
は
、
彼
が
長
年
ホ

ス
ト
を
務
め
た
ラ
ジ
オ
番
組
で
あ
り
、
世
界
の
フ
ォ
ー
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と

環
境
音
の
学
術
的
録
音
、
ハ
イ
フ
ァ
イ
録
音
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
同

時
に
手
が
け
た
レ
コ
ー
ド
・
レ
ー
ベ
ル
だ
っ
た
。
本
論
文
で
は
ほ
と
ん
ど
考
察

で
き
な
か
っ
た
が
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の
広
場
恐
怖
症
と
彼
が
生
活
し
た
都
市
空

間
、
そ
し
て
録
音
の
関
係
は
さ
ら
に
広
い
文
脈
と
結
び
つ
く
重
要
な
論
点
だ
ろ

う
。
彼
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
録
音
は
こ
の
よ
う
な
要
因
の
関
わ
り
合
い
の
な

か
で
形
成
さ
れ
、
後
に
電
子
メ
デ
ィ
ア
広
告
に
応
用
さ
れ
た
。
こ
の
広
告
へ
の

展
開
を
考
察
す
る
に
は
彼
が
制
作
し
た
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
具
体
的
に
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
本
論
文
で
は
扱
え
な
か
っ
た
議
論
に
つ
い
て
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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